
第２期関西観光・文化振興計画（最終案）について 

令和４年１月 27 日 

 広域観光・文化・スポーツ振興局 
 

「関西観光・文化振興計画」（平成 24 年３月策定）については、令和４年３月をもって

計画期間（10 箇年）の満了を迎えることから、令和４年４月から令和９年３月までの５箇

年を計画期間とする「第２期関西観光・文化振興計画」を策定する。 

広域連合委員会での中間案報告以降の情勢の変化や、産業環境常任委員会、中間案に対

するパブリックコメント、「新・関西観光・文化振興計画（仮称）策定委員会」等での意見

を踏まえ、最終案を下記のとおりとする。 

なお、新型コロナウイルス感染症の影響や国際観光の回復の状況を踏まえ、戦略や取組

みを見直す必要や新たな課題が生じた場合には、計画の見直しを行うものとする。 

記 

１ 中間案からの主な変更の概要 

（１）中間案報告以降の情勢の変化による変更 

「大阪・関西万博」における関西広域連合パビリオンの出展や、「ワールドマスター

ズゲームズ 2021 関西」の再延期を踏まえた戦略の柱の追加等 

    

 

 

 

 

 

（２）策定委員会及びパブリックコメントでの意見等による変更 

・ モーターサイクルツーリング（バイクでの旅行）による周遊観光促進の取組の追加 

・ 国立公園や国定公園を活用した周遊観光促進の取組の追加  等 
（３）計画の名称案の決定 

   計画の名称案の「第２期関西観光・文化振興計画」への変更 
 

２ 計画（最終案）概要 別添１のとおり 

 

３ 最終案における主な変更点 別添２のとおり 

 

４ 今後のスケジュール 

  令和４年２月１２日 広域連合議会 全員協議会（議案事前説明） 

      ３月 ５日 広域連合議会 ３月定例会（最終案上程） 

 

（参考）パブリックコメントの結果 

（１）募集期間 令和３年 11 月４日（木）～11 月 30 日（火） 

（２）意見総数 25 件 

戦略１ 文化をはじめとする多様な関西の魅力を活かした持続性の高い観光の推進 

戦略２ 関西の観光・文化分野における DXの促進 

戦略３ 多様な観光客への対応 

戦略４ 関西文化に親しむ機会の創出 

戦略５ 関西文化の次世代への保存・継承と発展 

戦略６ 「大阪・関西万博」等を活用した観光・文化の推進（追加） 

戦略７ 推進体制の確立・強化 
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第２期関西観光・文化振興計画（最終案）における主な変更点 

 

頁 変更後の案文 中間案時点の案文 
ﾀｲ 

ﾄﾙ 

第２期関西観光・文化振興計画 

【計画期間：令和４年度～令和８年度】 

最終案 

新・関西観光・文化振興計画

（仮称） 

7 Ⅱ 関西の観光・文化をとりまく現状と課題 

１現状（４）「大阪・関西万博」等をはじめとする国際イベ

ントの開催等 

令和 4（2022）年には、アジア初かつ初めての広域開催と

なる「ワールドマスターズゲームズ 2021 関西」の開催が予

定されていたが、新型コロナウイルス感染症の影響により再

延期が決定された。 

 

 

 

令和 4（2022）年は、アジア

初かつ初めての広域開催とな

る「ワールドマスターズゲー

ムズ 2021 関西」の開催が予定

されている。 

15 Ⅳ 将来像実現のための戦略 

戦略１ 文化をはじめとする多様な関西の魅力を活かした

持続性の高い観光の推進 

（３）「歴史・伝統・文化」等による観光の推進 

 取組項目を、「①地域資源の活用に関する取組」と「②

「広域ルート」など広域周遊に関する取組」として小項目

で区分け 

 

 

 

（取組項目を小項目で区分

け） 

15 Ⅳ 将来像実現のための戦略 

戦略１ 文化をはじめとする多様な関西の魅力を活かした

持続性の高い観光の推進 

（３）「歴史・伝統・文化」等による観光の推進 

・ 関西の多種多様な資源を共通のテーマで結び、各地を

巡る「テーマ別観光」を推進するとともに、同じテーマ

を持つ地域間による勉強会の開催など連携を進める。 

 （共通テーマ例） 

「マンガ・アニメ文化」を追加 

 

 

 

 

・ 関西の多種多様な資源

を共通のテーマで結び、

各地を巡る「テーマ別観

光」を推進するととも

に、同じテーマを持つ地

域間による勉強会の開催

など連携を進める。 

 （共通テーマ例） 

（省略） 

15 戦略１ 文化をはじめとする多様な関西の魅力を活かした

持続性の高い観光の推進 

（３）「歴史・伝統・文化」等による観光の推進 

・ 自動車やモーターサイクル等多様な交通手段によって、

旅の移動手段も楽しむ周遊観光を促進するための情報発

信を行う。 

 

（取組を追加） 

16 戦略１ 文化をはじめとする多様な関西の魅力を活かした

持続性の高い観光の推進 

（３）「歴史・伝統・文化」等による観光の推進 

・ 国立公園や国定公園を活用した周遊観光を促進するた

めの情報発信を行う。   

 

（取組を追加） 

  

別添２ 

5



19 戦略６ 「大阪・関西万博」等を活用した観光・文化の推進 

関西広域連合が出展する関西パビリオン（仮称）を『観光・

文化のゲートウェイ』とし、「いのち輝く未来社会のデザイ

ン」という万博のテーマを通じて万博と関西各地とが結ばれ

るよう、テーマを体感できる関西各地の魅力を万博会場で発

信し、関西広域の周遊を促進する。また、「大阪・関西万博」

の開催に向け、関西広域の周遊を促進できるよう環境整備に

努める。 

また、万博での取組を一過性のものとせず、ハード・ソフ

ト両面にわたる多面的な取組により創出される有形・無形の

「レガシー」を活用し、万博後も持続性の高い観光の推進に

努める。 

（戦略を追加） 

19 戦略６ 「大阪・関西万博」等を活用した観光・文化の推進 

（１）「大阪・関西万博」参加者等に対する広域周遊の促進 

・ 『観光・文化のゲートウェイ』である関西パビリオン（仮

称）において、関西各地の歴史、伝統、自然との共生に根

付いた文化や生活様式などを「いのち輝く未来社会のデザ

イン」という「大阪・関西万博」のテーマでつなぎ、その

魅力を発信し、広域周遊を促進する。 

・ 「大阪・関西万博」の期間中に、MICE や祭り、文化財の

特別公開、アーティスト・イン・レジデンスなど多様なイ

ベント等の関西各地での実施を促進する。 

・ 関西に立地する、国等の公的施設、大学、民間企業等の

ミュージアムなどの文化施 設等と連携の強化を図り、

｢関西文化の日｣の充実、多言語による情報発信を行うほ

か、関西文化パスポートの発行を検討する。（再掲） 

（戦略を追加） 

19 戦略６ 「大阪・関西万博」等を活用した観光・文化の推進 

（２）「大阪・関西万博」に向けた環境整備等 

・ 「大阪・関西万博」に来訪される方々に関西各地への周

遊を促すため、スマートフォンアプリや万博開催前に設置

される関西広域連合の web パビリオン等を活用し、国内外

に向け、文化をはじめとする多様な関西の魅力発信を行

う。 

・ 「関西文化.com」や「関西祭.com」等をリニューアルし、

関西の文化施設や地域の祭り、文化財 VR コンテンツ等の

情報をライブラリー化し、国内外に発信する。（再掲） 

・ 「大阪・関西万博」に向け、交通事業者による空港・駅・

バスターミナルなど交通アクセスの利便性の向上や広域

的な MaaS の推進に関する取組、国等が進める関西の「海」

のツーリズム化の取組に協力する。 

・ 「大阪・関西万博」の開催時には世界中から外国人が関

西を訪れることを想定し、ハラール、ベジタリアン、ヴィ

ーガンなど多様な食習慣を持つ外国人観光客等の受入環

境整備を進めるとともに、礼拝場所の情報提供や観光案内

標識等の多言語対応、ピクトグラムや地図の活用など、外

国人観光客等にわかりやすい環境整備を進める。（再掲） 

・ 通訳案内士等について、更なるスキルアップに向けた研

修を実施するとともに、文化など多様な観光資源に関する

情報を提供する。（再掲） 

（戦略を追加） 
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20 戦略６ 「大阪・関西万博」等を活用した観光・文化の推進 

（３）「大阪・関西万博」のレガシーの活用 

・ 「大阪・関西万博」の開催に向けて整備される多様な交

通インフラや周遊アプリなどを活用し、更なる関西広域の

周遊を促進することで、関西各地の地域活性化を図る。 

・ 「大阪・関西万博」開催中に関西を訪問した海外メディ

アとネットワークを構築し、効果的な情報発信を行う。 

・ 今後開催されるワールドマスターズゲームズの参加者

を、万博に向けて整備された広域周遊環境を活用し、関西

各地への誘客につなげる。 

（戦略を追加） 

21  

 

 

 

インバウンド回復までの緊急対応 

インバウンド観光が復活するまでは、構成府県市や関西の

交通機関等とも連携し、国内観光の需要喚起に向けた情報発

信などを実施する。 

特に、日本で暮らす外国人は海外との架け橋となることか

ら、在日外国人への情報提供をはじめ、その視点や影響力を

活用した取組を推進する。 
また、インバウンド観光客の受入れの再開時には、感染防

止対策などの情報を発信するほか、広域周遊の特典や割引な

どのキャンペーン事業の実施など「ONE 関西」で総力をあげ

て取り組む。 

（取組の記載位置を 14 ペー

ジから 21ページに変更し、文

言を整理） 

 

インバウンド再開までの取組 

インバウンド観光が復活す

るまでは、観光インフラを守

るためにも、構成府県市や関

西の交通機関等とも連携し、

国内の観光需要喚起に向けた

情報発信などを実施する。 

特に、日本で暮らす外国人

に対する情報提供をはじめ、

在日外国人の視点や影響力を

活用した取組を推進する。 
また、インバウンド観光受

入の再開の際には、各地で実

施している感染対策などの情

報も発信するほか、関西が一

丸となってインセンティブ事

業を実施するなど、総力をあ

げて取り組む。  
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